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第 ７ 号 感動 感謝 思いやり 

R８.6.12 高きを目指す一中生

　　“生徒総会開かれる！” 

生徒が考える『よりよい一中』に向けて発進！ 

 　
　6月9日(火)、生徒総会が開催されました。生徒総会は、学校をより良くするために全校生徒
が集まり、生徒会の方針や活動計画、予算などを話し合い、決定する生徒会の最高議決機関です。 
　今回も、生徒会費に関するＲ７決算報告とＲ８予算決議、生徒会活動の目標・活動方針、専門

 委員会の目標・活動内容について説明と審議が行われ、すべての案が承認されました。
　現在本校では、『自律した生徒』の育成に力を入れています。「生徒が自分で考えて、自分で
決めて、自分で動き出す」場面を毎日の学校生活の中で意図的に取り入れるようにしています。

 生徒会活動は、まさに生徒の自律を促す絶好の機会です。
　生徒会や各専門委員会の目標・方針が承認され、いよいよ本格的に生徒による活動が始まりま

 す。生徒の主体的な活動を期待すると共に、教員もしっかりサポートしていきます。
 

 【前期生徒会本部のスローガン】   
   
　迅速と協同　～共創で一人ひとりの想いが加速する一中へ～   

    
  ＜平岡杏理 生徒会長のメッセージ＞

　 このスローガンにはやるべきことを素早く行い、全校生徒のみなさんと 
 共に物事を進めていきたいという想いを込めています。　 
 　一人ひとりの願いや望むことを生徒会とみなさんで相談しながら、試行錯誤 
 をしてより良い一中を創っていきたいと考えています。このような試みを形にすることで 
 一中が進化していく、その姿を「加速する一中」と表現しました。 
 　このスローガンをもとに、具体的な活動方針として、各担当の活動の活発化、行事の 
 準備とスムーズな運営の二つを掲げ取り組みます。

 
　　生徒総会で、「校則の見直し」も協議されました！” 

 
   ＜對比地　俊さんの説明＞　

 　 昨年度から、生徒の皆さんにご協力いただきながら、 
  校則の見直しを行ってきました。 
    生徒の皆さんが安全に学校生活を送ることができるか、
  また中学生らしいさわやかな身なりであるか、などの観 

 点から、たくさんのご意見をいただきました。それらの  
  生徒総会で「校則の見直し」  意見をもとに、審議を重ねた結果、前髪についての校則  
も協議されました。  を変更しました。 
　生徒会常任の 對比地 俊 さん  　今まで、前髪の長さは男女で異なりましたが、前髪は  
から見直しの経緯や理由につい  男女ともに目にかからない長さに統一をします。 
て説明があり、賛成多数で可決    生徒の皆さんは、校則が変わっても、きまりを守って  
されました。  生活するという意識は変えずに生活していきましょう。

 
 

これでいいのか、一中生！ 

　自分で考えて、自分で決めて、自分で動きだそう！ 
 
　最近の清掃の時間に、このようなことがありました。 

 ○ 生徒が掃除をせずに話をしているので声をかけると、「この清掃場所は今日が初めてです。 
　　担当の先生がいないのでやることが分かりません」という言葉が返ってきた。 
 ○ 廊下に給食のシミがあったので濡れた雑巾で拭くように声をかけると、「ここは乾拭きで 
　　いいと先生に言われました」とシミをそのままにしていた。 
 ○ 先生に言われたとおりに階段を濡れ雑巾で一往復拭いた。しかし、汚れはまだ落ちていな 
    かった。汚れが残った部分をもう一回拭けばきれいになるのに・・・

　清掃は、「自分たちが与えられた範囲をきれいにする」がゴールです。また、小学校の時からずっ
とやってきていることです。しかし、「先生の指示がないと始められない」、「先生の言われたことし
かやらない」という現実があります。言われたことは真面目に取り組むのが一中生の素晴らしさです。
しかし、それだけでいいのでしょうか？ 
　いつまでも先生や親はいません。指示を待っている人、出された指示しかやらない人は、「ＡＩ」
に立場を奪われてしまいます。「今、何が必要なのか、何を目指すのか、そのために何をすべきか」
を自分で考えて、自分で決めて、自分で動き出すことをもっと意識していきましょう。

一中だより


